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苗代の表土上層が浮き上る現象についてく第2報〉
後藤岩三郎 ネ
IwaきaburoGOTO: Notes onぬeRising-upof thc U ppermost 
Layer of thc Rice Nursery (2)** 
前説込は主として気泡についての諸観察，研究，被害の発生地域に関する気象上の考袋
が報告されている。此では浮き上りと苗代の管理方法との関係， 気象の影響，及び山形l孫
庄内地方について行ばれた調査等を述べるものである。
此の研究の大半は，石川農学部長及び山形鯨知事室調査課の御厚意によって実施出来た
ものである。
研究中懇切な御指導を戴いた佐藤正己教授に深く感謝する。気象学上の諸点については
本校凋根回数官に負う所が多い。猶笑験は加藤清子，楼回豊両氏の助力によって矯された。
(1) 排水及び水深の影響
(1) 濯排水の浮き上りに対する作用
苗代期の初期，排水を行って幼苗の生育特に幼棋の発育を促進させるととは， r芽ぼしJ
と呼ばれ， 重要な苗代管理方法の1つになっている。との排水を行ふ時聞については，記述
(1") (U) (16) 
のない著書もbるが，吉川山本両氏は日中温暖の時刻としている。山本氏はや Lくわしく，
“早朝より排水し，水温の最高となる正午~午后2時頃に3寸位に湛水"するととを指示し
ている。然るに第4節の調査概要第18表に知られるように，夜間θ排水を軍調するもの42.4
%，その場合に応じて夜昼主主く排水するものと，夜間排水を行ふものとをあわせると75%
に及ぶ農家を数えるととが出来る。即ち夜間D排水が多く行はれている。との事実につい
て若干の実験と考察とを試みた。
〔実験:Aコ排水による浮き上り程度の変化
5万分の 1>1<ツト1'0](国土壌を入れ，それに藻類を繁殖させる。それぞれ異った時間だ
け排水した後，樫水しその浮き上りの程度を観察する。濯排水はサイフォンを以って静か
に行ふ。浮き上りむ程度は女のように 6段階に区別した。
O 全く浮き上らない。
1 僅かに浮き上る。
2 全面積の約1/5浮き上る。
3 全面積の約'J./s浮き上る。
4 全面積の約仇浮き上る。
5 全面積の約'/5以上浮き上る。
第 1表は昭和24年ラ月]3日-18日の間行はれた4回の実験結果である。 7](深を概収30m陀保
ち，排水区Aは前日の16時30分より翌日，観察日の8時まで排水せるものである。対照区B
と共に4個ポットについての平均値 (1個宛)である。 毎日，2実験はその皮毎によく土暦を
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かきまぜ，沈澱して水府が澄んでから AB両区を設定した。第3実験では第2笑験に使用 し
たそのま Lのポット を，夫k浮き上った断片を細くして沈めた (16時可分)丈で排水を し
ないで観察ぐ翌Ji日〕を行った。第」笑験は第3笑!磁のB区をち1，* (lG時'30分)して処理区
Aを設けた。 したがってxfJ!{.区Bは514;2実験のA区がそのま L手を加え られないで、(但し1U
円にその浮き上った断片は細くされ沈め られているJ 観察された。第?， 3 表は昭和~5年ろ
月8日-11日の間行はれ第九6実験の如来である。各区if聞のポットが使用され， 濯*時の水
深は約3cmで，排水時間は註に記されている。
〔実験:B) 排水による稲革の生育i伏態
種棋が漸く淡する程度に水を入れたガラス水槽内に，水稲品種尾花沢1号を互にmttらた
いよう入れて，'250Cでム5，6日催芽する。 その後BOOC恒温器内で，A区では第1日は 深水に
(約5cm) ， 負~2 日 に浸水に(乾燥しない程度に7Kを入れる〉保って生育せしめ る。 B区では
A区の逝，浅水+深水の操作を行ふ。そして第1 ， 2 日の終了時に幼芽，~長の長さを測定してそ
の遂をmmで、示したものがみIJ;4 表でるって25個体についての和である。その数値は ~4時間
内に伸びた霊;の25個体の和を意味する。
〔設明及び論議〕
1) 排水区は浮き上り難い。浮き上りの被害は，稲荷を一応考慮に入れない時には，IYi代
の表土に沿ける上，下j奇の分化，したがって 上居に棲息する藻類の繁殖の程度によって異
る。第1-4実験では，第丸 6実験よりも藻類が少なかった。 とれば対JH~区の浮き上 り程度
を比較しても解る。 排水効果の持続時間も亦とれによってき:が現れる。排水が浮きよりを
或る程度妨げるととは， 第lふ4笑験によって知られる。節1，2実験では完全に1日防止され
ているが， 第5笑験ではその日の午后に は，排水時間の如何にか L わらすでt 対J!~{，区 と 同じよう
~n 表浮き上りに及ぼナ排水の影響 (1)
521ANA|九
〔註〕排水時聞は各区次のjfi
りである
???
??
「?
?
?
? D A・8日 15.3('-9日7.00
3.6 1 B...8日 22.00-9日7.00
4.1 1 O..¥)日 7.00-9日11.00
4.1 1 D…対照無排水区
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に浮び上っている。山
笑験の B区では漉水後2
日午も浮き上らないとと
が示されている。 ζのよ
うに効果が長い時間持続
する場合もある。
2) 排水区が後に浮き
上る時は，対J!{{，区よりも
その紅度は大と友る。一
般農家で「排水を日中に
行ふと，その後で被害が
大きくなる。」といふのを
よくきく。 釘;1表第7実験
のデーターはよ くとれを
示している。即ち対JIIl区
よりも早い時刻に浮き上
り，その程度も大きい。叉
浮き上る一片一片が大型
となるのが観察された。
' 
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納涼j実験B区では，排水
不充分の需に:)jp~のポッ
トが全面一枚となって浮
き上った。但しデーター
からは除いてある。
3) J，の についての考
祭 排水が浮き上りを
阻止する作用は，表土の
よj奇下j苦が機械的に情活
毎~3 表浮き上 b に及ぼす排水の影響 (3)
実験J一 ti一一!一一 一一一 〔注目封!水時聞は各区弐の
施行日 11'日 1 [ヨ 湿りである
ミ¥小∞ 11l 以 19 ∞ 112.00j 14.00 A ロ晴叩日釦1.6似ω側oω)川0恥い山-lC叩0 
一 一一一 一一寸i一一了一一-一一 H..ι一….日.9日2出比幻2三叩.ρ0併('-10日 .ρ川0ω 0 
A O. ~ ! 1.41 1.6 1 :1.61 4.3 c ・10日7.00-10日11.30
B 1λ1 2.51 1.'j 1ム5:5.0 D...対照無排水区
"， 1 ^_I n.1 第7~定滋は排水しないで引C ー I0.3 I 0.7 I 2.1: 
続き観察を行ったもので
D 4.0 I :31 I 0.7 J 1.日I:l.O 
0>.1  V.I i " 為る。
するととによって生やる。夜間室内に置いたíJl 水区が，より 低地主主屋外のm~排水区より も
浮き上り~:~í.いととよりすれば， 夜間の隔射冷却が~Jillに及ぼす影響は始Eとの阻止作用に
意味を持たたいと云ひ得る。
排水する時，上j奇にある気泡は::kU'HC.破れて減る。それと共に膨れ上っていた上!杏はし
ぼんでくるつ との場合上j吾にある藻類の主矧立が多くない時には上，下居は再び接活し， 陣れ
にくくなる。とれは ~(~ 1去に示されたj犬態であり， がいkの効果は長く続く。
然るに諜~nが多く銃砲 し， 上居が惇く主主り気泡が ;年しく多い時には ， 完全な排水が困難
となる。 即ち多孔質にたった上陸が水分を保有してはなさ君主い。 ζれは充分に卒らにした
ポット内でも見られる所であるから，更に凸凹のはげしい実際の苗パでは一居瀬沼友とと
である。結同機械的な技活作用が不充分となり，去ニヒのL 下貯の間に薄い7J(居が出来る
ととと主主る。
三大!'L;HJirprζ多いニレモは強い直射円光を掠って上居内部又は下面，下j吾f-.fJ'rjに潜入す
る。::L.レそは多くのi勾u喝J合E射日光の当ら古な主いi諒み刷H暗音い川j所珂にみられる。肉限でで‘漸く ri認沼;忍Eめ得る程
t皮uに乞コレ壬の生えている二オ卜
以f筒凶嶺倣鏡で見ても ユレ司 は全く去函tにとみられ2た主 くなつた。それを再び屋内に持って来る
時は約3つ分後に紘背色となって表面に現れる。 とのような日光を娘ふ性質-を持っている震
に，浮き上った断)"の下前及ひε下居の表面が{良い級官色になっているのはよく見られる所
である。
即ち上居fL~~Jjの多い場合に排水する時は ， 上述の上下居聞の碍い水j奇にら:類が繁殖し
て，更に離れ易くなる。そしてこのと とは， 日中に最も起り易いと考えられる。
狛，直射日光の下で乾燥する時，泥土の表面が小さくひひεが入って断片と主主るのは， よ
く知られた現象である。とれが前代を排水した時に起るとは考へられたいが， 浮きょった
断両の周辺が下IEiIに殖えた笈類の1にまくれ上っているのを，時 k観察する。
第 4表 排水操作による稲荷生長の差
試 験 区 A 〔深水→浅水 B 〔浅水→深水〕
試料番号 ニ| 弓 平均 ご 3 平均
催 14日!.14i川郷 1011:l6弓 1判 4111m126W |292m|13386!23379
芽 I. .  I '"^  号待持 判 勢会I._ ^^.[ 
日 ij 日 .4.50 1円 154 57j 一一130ヨ()I¥ 44 1州 2:1 ~吋 17 制 2おs 出1 - H -_ . - 1 - 1 ---1 ----'1 - ---1 -. --- J 
号弘よ 守接+t 寺養‘，.
数|抗日 i44 81 48 1叫 153 別 I82 州 781751 2~ 吋 39 刊40134 
〔註〕伎は個体数:3 :!--!!~価のものを25個として換算せるものo .Rは根長差Sは芽長差を意味ナる 。
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。排水による柏fJi生育の変化 稲荷の初期生育に対する水深の影響は既に多くの研
究が放されている。 と Lではそれ等の作用が後にまで残るかどうかを実験 したものであ
る。第4表A区に沿いて根長差が蒋しく大きいのは，深水にある時には根は殆ど伸長し友い
ために， 浅水にした時の伸長が示される震である。 Bgではとの逆に芽長差が大きく現れ
てとの移り変 りが事]~然としている。即ち深水， i安水の影響は殆ど後に作用を残さない。そ
の場限りの影響しか持って友い。 此の実験は小型ポットに水のみを入れて行ったもので，
実際の1古代の条件とは特し く異ったものであ る。 iW，i扮 7kに 1~ミふ稲一III-の利用 し得る酸素孟の
変化，柏市の酸素消費の程度等には言及出来ない。 しか し 大気中の稲市の生育と，水中
で最も多く酸素を利用し得る場合のそれと を比較すあ時， 此の実践の示す所に大きい誤は
ないとと を知る。
o) tJl:7kに関する1汚祭 庄内地方の大部分の出家で実行している夜間の「リぼし」は
不適当で、ある。糊び-1ーに対する効果与が考え られるが，此のように殴く行はれるといふ事
は検討を要する所である。 716.代表土の浮き上り防止の見地からとの理由を述べると吹のよ
うである。
a) 夜間の低温はFG751.発育にとって不泊当なことは論やるまでもないととでるる。此の
夜間に幼棋の生長を促進させようとして排水しでも，低調の震にそれは困部lである。上下
居D接着作用，土壌居への酸素補給をするだけである。但し後者の作用については今後の
検討を必要とする。
b) 幼棋の酸素による生長促進は，階素が不足ナれば直ちに停止する。それで日中温腔
の時の深水は，幼芽を特に1rJ'長せしめ，幼根との釣合は更にとれたく主主る。
c) 椛7K後D材iノk効果は，Ei類が少い時には長く持続するが，藻類が多くたると有効時
聞は短い。特にtJl:7k不充分の時はiWA7kと同時に浮き上る。被宮が大きく友った時には，夜
間tJl水の危険を犯すととた く， 日中に排水してその間だけでも浮きとら友いよ うにするの
が得策であらう。その時は勿論日淡後，気泡数の減少を待って悦水ずべきである。
d) 但し日中の排水は， その後の被害を大き くする傾向ははっきりと認め られる事であ
る。とれについての対策は今後に残されている。
(2) 水深の影響
苗代水温，地友ーIEが，稲荷及び藻類の生活作用とう前接た関係を持つのは自明の事である。
との7k，地表温は叉水深に著し く左右される。此の項では主と して水深が気泡に及ぼナ影
響についての考察を述〈るととにする。
〔実験:CJ 水深と気 b数との関係 5万分のl，rツトを用ひ，水深をそれぞれ1.5，3.0，
4.5cmに保ち，とれに生すて:る気泡数を計算し第5・2芝を得た。但し各区 3個のポッ トを使用
し，その各kに 5emリング・if問宛を入れて，その内に生じた気泡数のリ ング1fI日宛の平均値
である。也管地温計による各区の水，地表温は一般的主主傾向を示したがその去は僅かで、あ
った。此の実|裁は藻類の繁殖が未だ充分で君主 く，気泡数の計算に便利な時期に行ったもので
ある。
〔笑験 :DJ 水深による気f臼 O~一%の差 昭和25年5月 12 日 tj/~類の多く発生しているポ
ッ ト を夫々 O 日3. ~ ('mrc7k深を似ち，16，];円 のヨ回O~-%を測定 (実験前 1 ， りし， tf~6哀 を
得?と。 ~n ]実験の数値の聞にはその差を明かに認め得る。 f危険率α=0 .01) 必12笑験ではα
=0.0ろではそのま:が有意で、あると云ひ切れない。
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〔設明及び論議〕 第五表 水深止策泡数の変化との関係
1) 銘;.')表に:t-ける気吃数
は，深い程多く，i突い程少い傾 水深
向が認められる。しかるに筋 A 1.5cm: 。。 1.8 2.0 ~ .O 0.7 
6表の第l実験ではO2一%は浅 。。10.8 6.0 4.0 3.8 3.3 
い方が大とたっている。との C 4.5 '1 。。 8.3 I 9.0 10.0 7.0 6.0 
i.- 日は晴天(日照時数1l.~時間)
で水温は熱電堆で測定しの. 〔註〕昭和24年3月8日施行快晴
05C前後を得た。 O..~cm区で、僅かに高かった。第2実
験のli日は曇ヲミ(日J!官時数日時間)で，水温は27.')OC
前後で両区聞に廷は認められなかった。即ち日照が
多く，両温D時は，藻類の同化作用に好条件であっ
て，その時はO.六cm水深区が3.5cm区よりも O2一%が
高い。即ち同化作用がよ く行はれると推察される。
しかし曇天の時にはO2一%の廷は不明瞭と主主る。第8
表よりナれば，晴天の自には浅水区の方が藻tJlの生
活作用は旺盛とたる。とれは浅水区が僅かながら高
温と主主り，同化作が用促進されたためと思はれる。
ft~ ~表水深による気泡02- 0;;'の差
塁旦 ~~ 
水深 ~U;! Clll C叫 CUl 
:.il 0.5 o.51 0." 
測 I27.31抑制 24.6
32.9. 20.α30.2 
1ζ 6 
一 23.01 28.0 
???。 。
?
????
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
2) 以上のように， 筑泡の数と O2一%とは深さについて逆の関係に友る場合のあるとと
を知る。とれは第5表の値は藻類の未だ充分でたい時のものである需に，僅かの勤格で気
泡が7K居にのがれ去ったからである。浅い程勤格が気泡に影響し易い。
3) 晴天の日に浸水する時には，気泡が出来易いが叉はなれる数も多くなる。深水ずる
時はとの逆となる。叉~天の時には，浅深7J\.1'L不拘気泡の生ヂ町る孟は同じである。しかし
一般に低温と怠るので浅水は出来たい。結局水深の藻類に及ぼす影響は，浮き上り防除の
見地よりすれば一応努えな くてもよいと云ふととに怠る。実際一度被害を受けた所では，
その後水深の如何に不拘，再び浮き上るのは多く見られるもので，水深の藻類に及ぼナ影
響は此の場合，無視出来る程度にしかない。
4) 水深調印1は育苗に及ぼす作用のみを重視すべきでるり，との点上屠，下屠の接着作
用を持つ排水とは別にして考えられるべきである。
(2) 肥料との関係
肥料は稽苗の生育に多大の関係を持っと共に， 表土上下居の組成にも影響を与える。更
に藻類の生活作用を左右しているのであるが，此では堆肥と硫安との効果，石灰窒素の毒
作用.大野氏の報告による慣行施肥との関係等について述べる。
(]) 土佐肥と硫安との効果
苗代に:t-ける浮き土りの被害は，有機質肥料によって著しく増大される。河合氏はその
使用を，特に人糞尿の施肥を避け，酸性肥料を施ナととをすすめている。
〔実験:EJ 昭和2.(年9月20日， 5万分の l ポツ 1・を使用 し，次e::>~区を設けた。 (OA， OA ，
りIA，δ瓦)と与でAIま硫安2.5g，0は大家畜焚ー 尿による諜;機肥O.5kgの存在を示し，A，百は
それを含ま主主いととを意味する。約5寸位の深さまでよく土砂と混合し 5cm e:>7.K深に
保つ?と。同月24日に気泡にO2一%及びpHを測定して第7表，2'3日に繰返し決IJ定を行って節
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8 弐 を得た。 此の間?;j 日に ;j: ツト の iべはよ くかき ま ぜられている。 pH は 911寺~1C時に ，
q一%は 1 0時~ ; ] !時に;[[1]定した。 ホ;Ll lま l4 円 には 2~ OC ， ~81ヨ(と は~hOC前後であった。供試
{肉体の若干号は:-;，i ，8:1乙で対応ナるものではない。
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じ詮明及び;治ぷ〕
第 8 1そに沿いてυ2- ;~ の
平均値間のたはりf;%の信
頼広をiよj、て認め られる。
即ち肥料によって ~$頴の
炭附 同化作用が異ると と
‘ 
t.，: ~! l る。
~; í ， ，~Jとよ り要因分折法
によって， 要因 。2入，の
主効果及び交主作用OxA
を ~:I I るために
R(O八)との分
i3clヒを求め23
!i ~;くを作製 し
、，
1'-。
1) 土佐肥の
気泡()コ一%増
人 I:31.-i I ~， : l I ~S ユ ;!J 1 ~ .L() ， ，1.1 1 i H ~ ， O 2('.:; -J.i Jm v作用は ~t:
O 人|24;1 5712461 54i 2221 54!日:ュコ 引 Ii .)，0 だ矧符である
ー1_1____ _ー よ-------一一一一一一一一!一一 〔α=0/)])
そして分散比は実験開始~ EI 自の方が 4 日目より 大となっていて，その志ú県のr!f*'/~ する傾向
を辺、め何 る。硫tj.z~はO~一%減少の効果 を持ち (;"; ] I司代:= 0 引 ， 銘~ Ir可rY=o . o-， ) ζ れは 日 i待の
経過・再度の混合によって，次第に不IlJj阪となってくる。それにつれて交正作用Ox入が日
ヨ回;J!I]%.:より1I立となっている。 ぐα ~O.川J
場
実験 一l 一一ーー一一一
不備分散 |分散 比 l不川分散 l 分Hi1: 
iZ悶 |
O 
A 
Ox人
RCO人)
ヨ) との硫安，士1，;肥の効*の;fは
その施百によ るpHの孟ー によ るJWカZ
大であると巧えられる。若し，公益
-Jitの~\ ーで、るる と ; る ならば\硫安で、
負の効-*ははられない詐で、ある。そ
して第8，91ミよりpHと0"一%との.111
関係放を求めるに，柁Eねr n.'1とい
う大きいi直を示ナ。 COょの7J'(中への
治解速度，叉 H"C03の生十る反応
t:(s n表 t1)7IS表によるi}f:内分析表
;，1品1~) :!D.85 8G 1. -I ~ suo 
1 .Hl.~ 1 1.1.1 ~ lii，;:j 円.Gl
1.84 入.74 63コ1 6 . ~~ 
)O ， ~ G 1O，ii 
3il広三はpl:王の大なる程，大きくなる。とのようた:;Jiーも関係すると推察されるが強検討を:要す
る所である。肥料!lk態を同じにして， NaOH ，HCl~:Jで、 pH を変化させて行った試料では こ
のよう主主判然とした結果は見られなかった。
ECSKよれば，浮き上りは中性に近い純国内に沿けるわLカリ側に早く発生し，ll.多い。
乙れは上述のpHと藻類との関係もその原因の 1つである。更に泥はアノレカリ側で沈澱し
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難く， (-~かき，風波の強い時に，細い粒子がーヒ暦に堆積する傾向が大となる事もその一因
であると考え られる。
(2) 石衣室素の毒作用
石炭窒素の生物に対するEE作用は， 古代に沿いてユリ lズを駆除ナる事に応用されて
いる。 永井氏は「苗代原肥として播種前5-10日， 坪 5-10匁程度を施せば肥皮の発生を
減 じ得念写も多少苗の生育を害するととあり。」と述ぺている。
大野氏はユレそが石荻窪素水溶液1%中で5分0.1%中で20分で死んだが，0.01%では3時
間後も生きていたと報告している。同氏はユレモの生死を，ヒコシア:-の溶出によって
判定している。即ち急:に細胞を殺した場合は色素が水中に搭けて出る。
i' 
叉氏は石荻窪采19をδ寸の素焼鉢に土接と混合し，詰1J.7kせる場合は3日 'i日後に藻類を
カ日へでも移動，繁殖は行はれ主主い。 10日以後で、は毒作用が失はれ繁殖が続けられるのを観
察している。
著者はlIi和25年7月21日土壌1kg石茨窒素2gを混合し(0.2%)，同24日それを石衣室菜の含
まれていない土壌で数段階に稀揮し?と。それにユレモを移植し水を加えて種棋を播いた。
翌25日0.2%の区ではユレモがよく繁殖し 土壌表面は紘色に友っていた。%の低くなるに
つれて紘色も薄れ，全く石友窒素を含まえ主い区及び0.002%の区では変化してなかった。
一方稲苗はやがて発育したが， 約10El後では0.2%区では生育が阻害され，特に根部にそれ
が著しく，η.002%及び0.02%の間の区で最も よく 伸長した。
〔考察〕 石次窒素は硝:かに 1 レモに対しでも， 毒性を持っている。そして土壇:中に水分
の多い時にはその作用を現わす。 しかし土壌が乾燥!lk態で，石衣室素が吸牧され符る成分
に早く変化する時には， その力が弱めらる。 とれは著者の観察に示される所である。そ し
て石友窒誌の分解と水分の多少との関係から考えて当然の事であ丈
叉石友窒素は生理的中性でるる魚，アルカり側を好む藻類の生育には硫安よりも好都合で
bる。石衣窒素の施用は，播紐約 白:-no表施肥と浮き上り との関係
1週間前に乾燥献態で行はれて 酬の種類 |施否 l 発生数 |然発生数 |発生歩合96)P* 
いるから，殺寵効果はあまり期 一
待出来ない。却ってその窒素分
を栄養として繁殖を旺盛にする。
(3) 実際の施肥との関係 (大
野氏の調査によって〉近年は肥
料事情が正常で友かったので，
著者はとの調査を行は伝かった
が，大野氏の調査を紹介しとれ
を検討する。との調査はII{和12
年に発表されたものである。ま
とめて第10表に示し，そ施否有
無による百分率を 4分表により
比較しχ"-testのPを計算した。
とれによると，人糞尿の施用，
下水の流入が被害を多く ナるf頃
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ミ乙S伝子守と発生紙発生との独立性を調ぺる篤のχ2testのPであ
る。著者の計算による。
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向を僅か主主がら認められる。その他の肥料の施用， ~Hf;Jj~用は殆ど被害に対して影響を もた
ない。即ち実際に与えている方法では，浮き上り と何の関係もないと云ひ得る。
(3) 気象との関係
浮きよりが気象によって著 しく左右され:低気圧と移動性高気圧とに影響される〉ととは
既に報告してるる。
1) 被害苗代に沿ける観測の1例
昭和注必5年4月2却O日より24日までで、の5日間，本校附近の或る部?落答の1被寄苗代の;辿:1主i巨l統観詰以測!lJリを行
つ7たと。との首代は前年の後作に里芋を作り
を行ひ忍~ l日1 日 ;熔番種 した。本年は高温の7たとめ ，)庄主内地方では浮き上 りの被筈は割合に少2怠主かつ
たのでで、あるが，此の首代は有機質の多い7たとめに被答をうけた。 気泡のÜ~一%及び地表温をiJ !lJ
定 し第11表を得た。 気泡のO~一%は箇:時 1-.5回の ìJ [lJ定の平均値， 地表は曲管地温計を以て測
定した。猫釘¥(・図の気加の変化図は，アスマシ通風温度計による{直をグラ フにしたものである。
~~多 1 区l 笑p.i3l期間中の板東天気図
〔主nA: 4月 三 1 日 ~ l時 B:回日2:時 C ・ ~:l 日 ロ n寺 D ・24日D時
~l;圧新u主mb単位であり， 00は1000mb，10は1010mbを示ナ。
62 
-・
S島
Jト
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費量2図 実践中の酒聞の気圧変化図
〔註〕 気圧はnlJU'で示苫れている黒点は 7オルタシ気圧計による実測で，他の備は自記穏による
此の聞の気象の変化は，中央気象台発行極東天気図を略示し?と第1図により知られる。
第 2図は酒田測候所の観測による気圧変化を示ナ。典型的主主移動性高気圧とは云ひ得主主
いものでるるが， 気圧推移と照会する時は，低気圧+高気圧+低筑圧の変化が知られる。
第1日 (4月20日〕は前日の低気圧のあとをうけ雲り勝であったが， 14時30分項から降雨あ
り， 1.8時頃からは本降 りとなった。第2日ぐ21日〕は終日の降雨である。後気圧は次第に
ど昇し 第 3B (22日)の午前には晴間白多い良い天気となり， 夜は快晴となった。快晴
は第4日 (2')日)，第5臼 (2.1，日〕の3時頃まで続いた。 との場合の移動性高気圧はIf、範囲
であるが，との程度のものでも浮き上りを惹起せしめるのに充分であった。 此の後，低気圧
の接近によって急:激に雲を増し，午后になって僅か訟がら降雨もあった。
とのよ う主主筑象!IJ~況の下に行はれた本観測について設明考祭を行ふ。 tr;n表の O2一%は
節3図，地表温は第5図に示した。
1) 第1報の第1表と此の第11表とを比較する時，その日変化は1告同t傾向を示す。 しか
し前者は34-350Cの高温でa!>!J ，筑泡の生成に都合よい!Ik態に置いたのに，後者では浮き
上りさうに主主ると排水，砂撤きを行ったりで、O2一%は前者に大きく，後者に著しく IJ、さい。
第1報第1表を図示した第4図と第3図とを比較するとよく解る。
2) 地表湿の最高の日は第』日であるが， O~-% は8時30分では他の日より低くじをY， 9 
時30分では第]，2臼より低くじ・つなっている。とれは負')3日正午頃から排水していた供試
苗代に， 8時30分から漉7Kし，同時に土砂を撒布したので， 誌類の受光が妨げられたからで
ある。更に.此の砂の酸性ぐpH=5.のであったとともその 1因であると思はれる。 14時30
分には第1，3日より低いC:，サが， 9時30分-14時30分り聞は他の日との差は不明瞭で、dうる。
16時30分には第1，3日より大きい値を示している(凶)。とれは土砂の撤布によるO2一%低
下が衣第に回復したとと を示し， 高温による00一%の上昇が見られたものである。
"(*)はその結論のf言籾度iJ:959ぢ.かゆは999彰であるこ とを示ナ。
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i:l1 :Jぷl気泡Oゴ一%の変化(1)
(註〕日についての符:むは第三日図に共通である。
301 
ダ~ 4 図気泡O，_?~の変化位) 第 1報による
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商代の表土上暦が浮d"上る現象について一一後際
mll表 被害前代における観測p 気泡のO!-%及び地表溢
日 I 1 仰 日) ~0 1 日 ) I 3 (22日) I 4 仁川 ~I __..~ (:l~日 T一
時刻測定1 0トμ 地表汲℃: OJ-74 :地表町cl Oト% 1地表宙科 01"';~';1地表溢℃:OJーμ|地表温℃
7.0 
5.:10 li.2 7.fj 
6':;0 16.9 
8.:)0 ~ I .υ に 10，5 ~1.0 8.0 21.2 
9.: 0 A 二円P."s [6.0 24.9 
10.:lO 17.0 24.9 
11.30 ~vー ï 15.0 28.4 
1 ~ .30 ~5. 1 1u.5 28.6 
13.:;0 2t~ . 8 一ー 35.1 
14.30 ~/i. O l<J. :) 31.5 
]5.::0 ';，7.7 El弓 85.6 
2λO 11.[， ~4 .2 
17.:>0 24.n O，ii 
J 8，:>0 20.0 
19.:;0 ~O ， ;-) 9.0 9.1 
20.3!) 12，8 
~ 1 . 3 ; ) 15.8 
l1.ti I 
10.0 14.0 ! 
15.0 18.1 
16.0 21.1 
19.0 24.4 
22.5 25.:1 
23.5 26.4 
23.7 26.9 i 
23.3 I 23.7 I 
2;~.5 3~.7 t 
22.7 31，1 i 
2:¥.6 i 
15.0 I I 
1:1.5 I 10.6 
一 一
8.0 
8.5 
f.~ 
18.0 
20.0 
22.2 
25.3 
28，0 
28.5 
:!H.5 
29.0 
2u.6 
404.M，.丈3 
18・7
] ~ ， O 
5，¥) 
15.fi 
21.2 
1 ~J . :I 
~2. S 
24.'; 
24.1 
24.1 
28そ¥.:・』、
2~~.;~ 
8.0 
9.5 
]0.3 
16.0 
22.0 
25.0 
25.7 
25.6 
~4.0 
2 ~. O 
19，5 
17.0 
ヌ) 第ot名で:hよも大きい00-%を示しているのは泊3日である。との日は第28の降雨に引
続き筑地温は共に低い。此の円は芸次たf応)じに、浮き上る徴f候戻が現れたので!日lli時寺3以:!)口分頃からも担訓IJ'1水kを
始め， 1上-時3
畦畔白周t紘な部は泥をJ抗九げてa②うるので、，14時30分に3cmの水深であった。との周技
時3却0分-]口:3栴i鳥f分で、は他の日 よりも犬きい{値直を示す。即ち10時aO分.]]時却分以 :.)，1時
;30分，1<1時3'1分とでは心心，夫 kf{t，の円よ り向 くたっている。 しかし排水の完全な部分で
はそれ程大きいfUIを示さす他の日と略同 じ程度の筑温00一%を持つものである。
4) ^旬以のよく 主主い曇天の第]， fi日は急:激友00-%上昇は見られない。 特に午后から本塁
となった卸ら日では1時30分に!況に減少をはじめている。又第1，らを比較するに，地気温共
に丸'~5 日がよf干 し く i~}jいのに 00-%の31jは殆どな く ， 第1図では却って低 く なっている。
第! 日 以前~:t，浮き上 りの被安も判然とせず勺 撒砂の主も少し叉捌水は行っていない。
〔管理者淡J その後なに被2:が頴，~~(..に友って予~たために ， 数回にわたって砂を撒き ， 又長時
聞の排水を行っている。 節5日の)測も砂を撒いた。とれらの操作が藻類の生活作用抑制に
大きい力となったものであらう。
5) 日訟は18時的介頃であるが， 日1報第6表で試泡数について推祭された事柄が 00一括
にも同じように云ひ符・る。飢 1日の夜間は昼間D低ils.l'C引続いて最も地衣温が低い。 その
震に呼吸fHflが抑制lされ00の消費が少い。第1日1:-時10分， '! 1時 :0分，第2R.:時時30分の
値は他の円の同じようゑ時刻の0，ーづよりitsい(つ。此の夜間のOdMS:は，日訟に引続く長
くたい時間のj也J品目に左右されるようであって， 早朝の地表温の去はEliかである。
以上により気泡の0，-形は試象と共に， 苗代の管理方法にも左右されるととを知る。
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(2) 気象との関係の統計的考察
1) 酒田の観測による考長~1 播種胡一在日C~期は移動性高気圧と，それに続く低気圧とが
繰返し本邦を通過する時期である。第12表より知られるように日照時数の多少両極端の日
第1~表酒田の日照総時数頻度表 が多くて中位の日が割
一一一一一一一一 合に少い。猫第12，13，
9-11111--1 計
引 14表は昭和12年-24年時数
日数 390 のデーターより得られ
% 100.0 たものである。とれは
〔註〕 昭知e-24年 4月15日-5月14日の30日間
気象の変化がはげしい
移り変りを持つとと意
味する。日照の少い低気圧下では降雨，曇天，気温の低下等で苗代温度は著しく低くたり，
稲荷の生育特に根部の伸長は著しく阻害される。 一方藻類は寒さに強いものであって， 当
地方では3月上旬に零が沿えたばかりの地面でも，晴天が2-3日続いた時には既に認めら
れる。それで稲荷巴は不良の係件でも或る程度の生活はとれを行っている。その後移動性
高気圧の範囲内に入ると急:激に 目黒時聞は精力日するが， 最高気温が150C以下の日が少くな
第13表 酒悶の多日!照日の持続日数 い(第14表)。乙のよ
一 一 「一一一 うに高気圧圏内でも，
持続日数 11 1 2 13 !4 15 1 日 7 1 訂
初期は地熱が上昇せ十
回 数 I20 151 6 1 i I 3 I 1 I 0 152 叉風も相当に強いため
一 一一 日照時数の多い割には
〔註) 4月21日-5月10日の日照総時数日時間以下の日の持続日の
頻度を示すo但し4ヶ年は弓月1日をも含む。 苗代水温は上昇 し苦H:
第14表 最高気温による多日照日の区別 い。即ち稲荷の発育に
一一一「ー l 一寸 l は未だ不充分の条件で
A B C 
区 別 ------1一一一一一|一一一一一| 計 抗。しかるに藻類は
初旬以上 120_51c I 15cC以下 | その日照を利用して茨
日 数 28I 46 I 39 113 酸同化作用を盛に行ひ
μ 24.S 40.7 I 34.5 I 100.0 除k に気泡を蓄積し，
一一一 一 一一一一L一一一 一一一L一一一一一一 上居の分化を進める。
やがて移動性高気圧の中心部が高温をもたらすようになると，最高気温も200C以上に達し
苗代水温は 300Cを超えるととが稀でない。との時期が浮き上りの最も危険な時である。
以上は模式的に低気圧一高気圧前部 高気圧中心部と誰移する場合を考えた。しかし此
の節の(1)の場合，及び第13去の持続日数が1~2日の場合が最も多いととから知られるよう
に，不規則及変化をする場合が叉多い。叉上居が浮き上るまで， 1~2回の高集圧を経過す
るのが普通のようである。 実際に被害の大きいのは低気圧の多い低湿の年であるが， ζの
時は僅かの日照も被害を惹起する作用を持っているo
2) 被害地域と無被害地域との比較 被害地域と無被害地域とについては第 1報の第
8表及び第1図によって既に若干の設明を試みている。再びと与に各地の昭和14-23年の，
播種期の字句を始めとする 3字句 (1，'5日間〕のデーグーによって考察を行う。その一部の
地点については8-9ク年のデーターによったもりもある。
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第15表 7l¥稲苗代期の日照総時数頻度表 C%) 
.地 域 |地点名 |嬬翻 0-3 3-5 I い 7 1 7-!'J 
. 
"，l' 森 4-4 18.7 16.0 、.・ 日7 14.0 2 1. :~ 23.3 
盛 岡 4--[) 21.3 13.3 
A 
t 5.:1 1':;.3 16.8 18.0 
秋 閏 4-4 3o.0 6.7 !l.3 i‘、.~ .Ð 2U 14.2 
沼 回 4-4 24..7 11.3 S.7 !l.3 14.0 32.0 
山 形 4-4 2~ .0 11.3 8.0 10.7 25.3 。2~.ウ・
猪苗代 4-5 
B 
27.4 14.0 6.7 ]0.7 20.0 21.2 
潟 4-4 19.: 10.0 12.0 10.7 21.3 26.7 
島 20.7 8.0 7 .:~ 14.7 1!l.3 30.0 
高 同 4-5 21.3 10.7 10.0 l1.H 22.0 24.7 
C 
金 沢 4-3 19.4 12.0 0.7 10.0 19.2. 32.7 
長 野 4-4 18.5 8.9 8.9 11.8 23.0 28.9 
高 山 4-5 24.7 11.3 7.:3 14.7 20.7 21.:1 
fJlJ 'e 、 4-6 25.4 9.2 10.7 24.0 
小名 浜 4-4 23.6 7.4 11.9 12.6 ~3.8 20.7 
D 古甘 橋 4-6 28.7 7.3 8.7 14.0 21.3 20.0 
飯 回 5-2 24.7 8.7 8.7 12.7 18.0 27.3 
敦 資 4-4 .8.6 8.8 l3.0 12.0 25.3 23.:: 
〔註〕 地域 A.s.C.Dは第I報第1図に於ける9，10，11，150C線以北の地主主を意味する。矯種
期の数字についてはml報16頁に説明3れている。統計は昭和t4年-23年の10ヶ年に
依ったが地点によワては8-9ヶ年の統計もある。
第15表 日H賀稔時数頻度表ではすべての地域に沿いて，その頻度分布に願著主差はみられ
たい。 僅かの地点についてその地の特性と思はれるものがあるだけである。 ζれは移動性
高気圧が本邦に一様な日照をもたらすととを意味ナるもので， 高気圧の通路よりすれば当
然の事である。
第16表水稲苗代期の気温調査表 Cヲρ
地境地点名 [;oc以-下T5二10一0C-71IbZ寸 1.')'C一 。 50_ 1100C 1150C 115- 1200C 
150C I 以上 δ 以 ド 1 50~川以上以下1200c l 以上
青森 10.0 72.7 173 7F.0 22.0 68.0 26.0 6.0 
A 
感岡 4.7 46.7 41.3 7.3 60.7 :H.3 8.0 乃8.6 40.7 20.7 
秋田 5.0 57.5 35.0 Aれ'"に， 60.8 37.5 1.7 58.3 20.2 12.5 
酒悶 3.3 52.0 42.7 2.0 4:;.4 52.6 4.0 56.7 31.:.: 12.0 
山形 8.7 7.4 60.0 ;7.8 .‘2 ;34.8 84.8 30.4 
猪苗代 10.0 38.7 1 42.7 8.6 59.4 
B 
31.3 9.3 38.0 34.7 27.3 
新潟 1.3 36.0 I 50.7 12.0 28.7 58.G 12.7 48.0 26.7 ~5.3 
輪島 5.2 48.1 I 38.5 8.'] 57.0 34.1 8.9 48.1 31.9 20.0 
高岡 24.4 知 3I 47.4 23.3 20.7 ;]3.3 44.0 
金沢 - ! 36.0 I 49.3 14.7 37.: i 52.0 10.7 34.6 41.3 26.1 
C 
長 野 7.4 I :37.0 I 41.5 14.1 .')7.8 i 31.1 11.1 28.9 31.1 40.0 
高 山 2.0 I 24.7 I 58.6 14.7 48.0 !. 36.0 16.0 16.0 34.0 50.0 
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6:!.0 J7.3 l5.4 : GO.I) 2~.7 47 .;~ 
小名浜 3.0 I 31.!l G07 44 ;;(l.~: : 4"'.D 1-1.8 :";ß.~ 5i.1 
D I前鰭 11.1 58.5 ;]0.4 ~ :-l .0 10.2 48.:3 
飯田 0.7 42.~ 57.1 9.6 51.1 ¥ 30日 の“Uにのd 5~ 日
敦賀 17.0 53.4 ~í! .9 25.!l 40.円 34.1 45.~ 
??
? ?
?
?
??
?
?
.、の o
~~.“ 
1t5.o 
日 llH時数に頴:fíーなミð~が主主いとナると水温が問題になる。 7K加の ζのようなデ一 一は得
られなかったので袋詰;iにより 日16友を作製した。日 H1~の多い時の昼間の水温は， 寒地で も
相当上昇するので， 気温の差が，そのま L水温の:;.'!':の程度を示すとは云二九千5ーないが傾向を
示ナには充分で、dうる。即ち節目玉交によれば第1報陀指摘したように各種の気視に沿いて，被
害地域が低温を示している。 A，B， Cの地域1'L;jないて被官が発生するのであるが，平均筑
祖で100C以下の日が約25%以上，最低気温10"C以上は約 1;%以下，最高気自[J50C以下が
約85%以上与なっている。
第17表 71'く稲荷代1切の多f3m!日の最高気温 (%) 
地滅l地点名 l多釧日!!(叩(
1，;苛!守f 森 4.1.4 lG.4 I 4引1.8I コ:Jコ 7日5 
A I感岡i川 ~;. S I 15.:1 I .10.4 I 4ω0コ
秋田 ;5.5 I ~ . :1 4~. :l I :~U; I n7 
酒 u:II 4(;.08.7 I 40.6 1 :l日4 1 :30.:1 
|山形 | 州 -- I 20.0 I ω. 47.7 
R !猪商代 41.:l I :l . ~ I ns I ~() .O 50.0 
!新潟 ，jg.O I δ.I 3S.:~ I 22.2 j ~;l . :l 
1輸 IE1 4d13.1 1 43.1 1 27.7 26. t 
i諸問!村 7 l -l m| 314 1 4月6
C 金 沢 九1.¥) 23.1 4 L 1 :10.8 
|長 野 1 乃1.リ 4・ 13.G I 27.1 I 利。
|高 山 4J.O i 95 1 引:: '*日2
I '1'1 台
| 小名m~
]) lHii tお
自反 仔|
敦 TZ
41;.U 11.6 .H!l 4:5." 
41.;) 1.7 4丹.' 25.0 25.1) 
4 1. ;~ 3.S 4Pd 
4;'，}.:"{ 0.5 
1ーi!.G 11.4 4'i.1 
4 
50.0 
多日照円の最高
温度によ る巧34は
白(nï~廷に示されて
いる。内陸に遣うる
地点では幻。C以
上の日の塁手が大き
い傾向をjもってい
る。そしてイ正泊の
日が少い。とれで
内陸では被吉が少
くなるように%・え
られるが，大陸性
気象の放に)1安1';:が
-・
甚ゾし く，1比低温
広が低くなってい
るので被告が少く
なるというととはロコ.[，
4:3.5 ない。 海).'，;:地方と
内陸地方との比較
〔才tJ ''' 'fを日 主主党.1:)、て多 1:1 1 '日日の%を示せるが~( ぞ第 i ;ì 3突による 。
多目JITt日とは日以([!.:t-lirJ以上の日を芯味ナる。 は今後~'C残された
問題である。多日照|ヨの北ifb温度による);::具についてはとの傾向の他に被古，1Hf，被'tit地域
の聞に低， 出jll~[のき:が認められる丈である。
即ち被古池!点の低lI~[ (!) みが， 力!f，被告地域との聞にある気象」二のたで、 dうる 。 低加に対する
稲川と認知との低1'/c性の2(ーが被告を芯起する!京因となっている。
(4) 庄内地方調査概要
了Ji代の支土上居の浮き上 りについて， 或る地域にたける実態調査は好者の会1る所では
うtに引用したん野氏の庄内地方における肥料に闘する調ヂモ丈である。此では庄内地方に公
ける，浮き上りに関係のある事柄の←端を調査し得たのでその概要を述べる。
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C調査方法〕葉書に次のようた事項を印刷し，とれを本校生徒，農業改良普及所，農業協
同組合等を通じ19ク町村に夫々35-20枚を各部落4-5枚宛.4-5部落に配布し，その回答を
求めた。 500枚の内198枚の回答を得た。
項
1 昼に排水して夕方に水を入れる
夜に排水して朝に水を入れる
場合によっては昼夜をきめ?にや
る
水のかけひきのむづかしい苗代は
よく浮く
2 
3 
??
?????
載
?
?
?
毎年被害が友い
年によっては被害が汝い
苗代によっては被害がない
今年は被害が左かった
きまって被害の主主い苗代がある
1 
2 
3 
4 
被
筈
ローラーを事与ナ
砂や土をまく
薬剤を使う
7.kをはらう
4 
1 
2 
防元肥には下肥を使う
里芋の後作をやると被害が大きい
後作とは関係がない
5 
1 
2 
目E
3 
4 
以上の内あてはまる項目の番号をOで因んで下さい。必要念場合は二つ以上のものにも
Oをつけて下さい。
除
，、
o 
手，t
被害聞の 3，5は同じようであるが3は年によって異る古代が被害を うける場合を意味
するものでるる。肥料の 2，3は同じ事柄を2では特に里芋と限って問合せたのであるが，
誤解が多少あったので此の報告では 3を除いた。排水聞で 1及び3;1及び2にOを附し
たものは特に昼叉は夜の排水を行うように努めているが時によっては区別をしないで行う
と解釈して大きい誤りはないと思う。 調査は庄内地方の飽海，東西田川の三郡，18ク町村
及び最上郡戸沢村を含むものである。 館18表は全体の値，i:fn93受は山間部9ク村，平野部
7ク村についての上tij!交を示すもDである。数値はOの数である。
〔設明及び論議〕
1) 釘18表について，項に従い説明するo
f:ï'~18表調査全表
" 
被 害 |肥料 l排水|防除
121 3 I 4 I 5 I 1 I 2 I 1 2 I 3 I 4 I 1I 2 I 3 I 調査 I A ; ~ IV ~ υI L I ~ I 1~ V • 1 A ~ 1V 
実数 1]61 '591制 46 叫 401671 571 841 90: 451 91判
811州叫23.2127.:l1 20問問抑制5引制叫4.6.0137.9
〔註〕 排水，2.3項を合せると実数149，75.3%となる。
心被害 第 1項 約10%の農家がとの被害から菟れている。 とれがどりょう主主保
件の下IC，如何怠る技術で行われているかは，今後の調査研究によらゑザたらゑい。第21
表にはとの16枚の回答が集計されているが，その設明は後にナる。猫大野氏によれば，調査
苗代数162の内発生数は56で28.4%となっている。
第2，3項はその年.k1Cよる被害の有無より も，古代り遣いによる被害θ差の方が，農家
に強く印象づけられているととを意味ナる。とれはより寒冷な地方では閉じ程度，或は逝
198 
:g~同
% 
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第一号
の関係になると考えられる。後に述べられる第19去の此の項がそれを示している。
第4項，本年度は苗代期の高温の需.被害が少い筈であるが，被害がたかったとの回答
は約20%であるO とれは高温を予知して搭種期を早 くしたためである。
b) 肥料 第 1項の回答IL，下肥を使用するというのは案外少く:'0%にナぎない。
たれは浮き上りと僚接な関係のある ととがよ く知られているからである O
第 2)廷については大野氏の調査によれば，里芋を うえ?と古代JRの内，被ち:発生数6で:3.5
96である。 此の調査では j;:l.S%で、よく似た値を示している。とれによれば、，里芋を植えて
も，その後の管理如何で，防除が可能で、あるとと を示す。即ち里芋を植えるととと被害と
はさ して関係がえ主いと云い得る。
c) 扮ノ'k 第1::ム，先にのぺ?とように昼間の排水 (芽ぼし〕は一般に夜間のそれよ
りも，市の生7ぎには良好な守であるが，!"Xj2， ;Pj~のOの数より遥かに 5かいのは奇異た現象
である。昼間の主1水
CE語学〉山形大学紀要
' 
るo
Vf~:3項は所主i;夜ほ、 しでるるが， とれは砂E IL論じたように市の生育には不利で、ある。それ
なのに これが約 4 害IJの史家で実行され第2， 3引を合せる と 7i)~bにもなる。多くは温暖の夜
をえらんではいるが非常に危険であると思われる。
第」項では，濯排水不良の地域を持?と主主い世話之は除いて考えなければ、なら泣いのであって
との%は大きいな味を持たゑいものである。しかし著者のみる所では，とのようえE苗代で
は， ZJぼし，!:JB剤i武布こ5:に不便のためにな外な被古?を うのる場合がある。
d) 防除 第1頃の ローラ{を椋ナ事は，約字数の農家でとれを行っているが，とれ
についての詳細注実験は見当 ら主主い。との方法は浮き上り防jJ:，その他に好都合のようで
あるから今後の検討を必要とナる。
ゐ;~2項は従来行われている方法であるが，とれまでも述べた よ うに不徹底な方法であるか
ら，今後は薬剤による防除法に移るべきである。 薬剤を使用するのは，浮き上りばかりで
なく ，その他の病苦をも未然に訪除するので，よく普及せしめねばな ら友いが，約午数の
民家ちはとれを行っている。
負:ng表，-4三野，山間部の比1;主主説明する。
;礼ιJ:目(円4!て寸コ4Tτ一In; I ~:引l子ιL一Jf品J~片玄4一|行了f円[ん与苛τ im調
ihIl片出?引!J』五」JlM回山川山;J』ι吋川[ド-H凶;F井:1UlJよ4[;2J♂[ドi;;l4;:;4;j! 月」』Jι;1I日川lド出Mι旦0¥4占JLよι-J』日1百川liM;;
i引(±引出HJ(Hfベ刊(ドい目川λJJ井ι引:1ド川H引(位川子山五」』よ』1トド川;4(1:[イ与Jι;j日凹lH三3山M氾山山凶」三主訓日仙i4Jぶ;J立住l包出MA川引i」」4;J(しいHi出:f干バ午lH恒;』ι[fL3lト一
山みd爪心p吋oい|02h ※l※!ト同0Jふ7右丸0似1川※ 10ω0州※い10.0310.2110.01/
S4 
9" 
4.0 
，-~ ， '17 
2) 
※はPの計算を行わなかったもので両者聞の差の大き くおごいもの。
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a) 被害第1項:毎年被害のない農家は卒野部
に多い傾向がある。とれは気温 (第20表，及び第7
図参照)より推しでも知られる所であるが，更に調
査数を増加して結論を下ずべきである。
第2項:年次による差は山間部で大き く現れる。 と
の浮き上りは低温完工程その筈が大きいのでdうるが，
山間部ではより低湿なために，年kの温度の差が印
象づけられるものと思われる。被害発現の最高限の
近くを毎年の温度が上下ナるおに，山間部に於ける
年三欠D差がより多く認められるものと推察する。
第J，2項に1ないて山間部がより低溜であるととは
気温により祭せられる所であるが，更に苗代に導入
ナる水もより冷いととは当然の事である。 しかしそ
の実際の観測は行っていないので今後の研究にまち
たい。
第3，5項 :とれでは両者聞に大きい差は認
められゑい。
1r'A項:25年度の被害は山間部に多い。第2
項に知られるように一般に低湿の山間部に被
害の多いりは明か訟ととである。
第 7図庄内地方調査の附図
〔註〕 横線のある11村は平野部に属するも
のとナる。 7_900の等温線は「山形!院の
く
71 
〔滋〕 平野部の各地点の値は各30-
40年聞のp山間部のそれはi-l'2年閣
の平均・をある。
C沼岡測候所のデータ にーよる〉
「山 形大 学 紀 ~ ca学〉第一号ー
h) 肥料 第:313受法詩文についての集計
第1項:両 ・自
者に全く差
は認められ
ない。
第2lJ~ : 里
芋の後作に
よる被害の増大は明かに:zp野部に多い。とれは，堆肥を作るのに好都合の山間部ではより
多 くの堆肥を-1'tif-l:IC投入するので，里芋栽培による有機物増加カサT泊されると解釈するの
が安当と思われる。
c) ー封1，* 夜聞にゐける排水は，11間部に少 くなるものと推察されるが，此の調査
では，排水の回数までは調査出来ないので断定は出来ない。表によれば両者間，各項目に
ついて差は殆ど認められない。唯第3引で，山間部に昼夜をきめすて:に排水する例が多くた
ってはいるが，卸2，3J:頁をと合せて考える場合は殆どその差は認められなくなる。狛僅かで
はあるが，山間音j¥，平野部の両方から芽ぽしの操作を行・わたいとナる回答がるった。
c1) 防除 却]，守Jjl・ロ ーラーによる鎮圧作業，薬剤による防除については両地域間
に差は忍められたいonlt去には現れないが，藤島町では]-1の回答のうち13までが民主ちを使
用する と あった。 との町には鯨~pj五試験場の分場つがある とと を考え併せる時その理:1 1はう
なづけると思う。
第2，4項 :砂をまくととが山間部に多い。叉本来は幼11・の生育促{fjlの目的を持つ排水が，
山間部では，浮き上りの防止策として認められている率が平野部よりも大きい。 とれは共
に山間部に被害の多いと とを示すものでdうろう。
3) 毎年被告が友いという回答の集2十(昂21去〕
a) 被告の闘でお:?，~) ， !)項 と も Oになるのは当然で、ある。 元肥に下肥を 使用する率は被
害のある他の民家と同率であって，旦芋の後作とは全く関係がない。
b) 夜間の排水を行う率は非常に少い。 被 'lH';;，家 l .t.fj%でC冗二tcstのP = O .O~) と れ等の良
家では，出来る丈昼間に芽ぼしを行っているものと考え られる。
c) 撒砂は殆ど行わ主い。ローラーの使用は，被害農家で48.2%Cχ二testの1'=0.29)で
あるが，両者の間の差は有志とは云え及い。又主1ノkを防除のためにすると考えている率に
ついても，被害出家は50.0%CX二tcstのP=0.22)で同じととが云える。
d) 即ち í[!~被害農家の他と異る と云える点はj;þkの第 2 項にOの数が少いとい う点、に 基う
る。とれば育11f技術のすぐれているためと考aえられるが，土質その他の諸条件と共に今後
の検討を要ナる所である。
以上との調査概要の妥点とする所を述べる と次のよう になる。
主として気象条件による浮き上り被害の年次去は古代のi此f阜の遣いによる詑より も甚
しく及い。 しかし山間部に沿いては年女差が，そり気温の低いために，:zp野部より もはっ
きり現れる。 一般には，後作によって被害が大きく 主主るとは云い切れたい。山間部では，
そのために被害が大きく 友 る との回答数が約~O% しかなかった。 後作とは特別な関係がな
く，市代の管理方法によって防除出来る。
排水 (芽ぼし〉 は特に昼間に行う と いう努力は， あま り挑われてたい。夜間の~IA(を行
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っている率は7C%~以上に及ぶが，毎年被害のない農家では夜間の排水を操っている。防除
は依然として砂をまくことに頼っている。農薬の使用は約半数の農家で行われているが，
他の病害防除をも粂ねて更にとれを普及すべきである。
此の調査に沿いて，地質・土性と忽関係は除かれである。e'れ程の影響があるかは今後
の調査によらねば友らたいが，森氏の r.・H ・施肥と瀧7Kの方法等は或程度の影響あるよう
に思われる。」と述べてゐられるように，施肥・濯水に比較すれば地質・土性は大きい要因
とはならないものでるらう。
要約
1) 排水は浮き上りを阻止する。とれば上下唐の接着によるもので，その効果は胡水時
聞によっても異るが，上居中の藻類の多少によって甚しく影響される。藻類の多い時には
排水の効果は現れにくい。
2) 水深の程度は藻類の生活作用に影響を与えるが，気泡教はとれによって浮き上りに
関係する程には変化しない。
り夜間の排水は出来る丈行わないようにするととが必要である。その理由は，夜間の
低温，酸素の幼根生長促進作用はその時隈りのものであるとと，排水による浮き上 り阻止
効果は藻類の多い程継続時聞が短いとと，等である。
4) 日中に排水を行う と，その後に被害が大きく現れるととは，実験的にも証明される。
5) 堆肥は気泡の 02-%を増加，硫安はとれを減少せしめる作用を持つ。浮き上り防止
策と して，有機質を少く酸性肥料を多くする事が考えられる。とれは土壊のpHと密接な関
係がるる。
6 ) 石友窒素による殺藻効果はあまり実用f賃値は望まれ主主い。却ってその生理的中性の
ため繁殖を促進させるようである。
i) 大野氏のデーグーによって検討するに，普通に行っている施肥方法では，石友窒素，
大豆粕硫安，過燐酸石次等の有無は，浮き土りに対して関係を持たたい。 H住人糞尿D施用，
下水D流入はは被害を多くする傾向を持っている。
8) 被害苗代の連続観測を行った。 気泡のO，~泌を測定しとれが気象にも彰響をうけ
るがp 更に苗代の管理方法によって大きく左右されるのが知られた。
9) 沼田，及び本邦各地の播種ー苗代期の統計によって，低温とその後にくる急:激主主多
日J!日， 高、温が浮き上りの気象的要因であるととを指摘した。日mtについては，被害地域・
~~民被害地域で殆ど差はたにし結局 「低温」が唯一の筑象的差異というととになる。
10) 庄内地方の浮き上りに関係のある 事項について調査を行い，一般的友考察，山間
部，平野部の比較，無被害農家についての検討等を行った。 特に「芽ぼし」についての差
は重要の秘である。
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Summary 
1) Drailling thc rice lurs巴rics，we (':ln hm]cr thc rising-up of the lIpper IIIけS七
l ~ιycr . This .is cll1e to th ，~ coJ，ercncc of uppcr‘md uur1cr laycrs. Th臼 s:rc日gth of 
coh巴l'cn~巴 o f thosc two laycl's is rctclatcd to th巴 amountけfalgac an，l o+hcr microbcs 
growing in the lIPP巴r1aycr 
'2) The pcrcclt品geof 0， containet1 il foa:ns is increasecl hy the vcgctal>lc mauurc， 
~mc1 dccrcas巴dby th日 正L1l1mOnilll1slIlphate. This is du巴 topH ()f those III品!lurcs.
ThcαLlciull1-1l itrat白 isnCi七 suitableil thc practical usc，凶 th巴 stcri1izcr円falgac. 
3) 人sto dimatic courlitious， thc rising-up of llppcr laycrs in thc ri('c nurscri(!s 内
1l10s+ly ("以 Isc(lhy the 10w tempcrature. 
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